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『
逸
文
上
宮
記
』
の

「
一
云
L

と
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
大
王

用
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

《
タ
ラ
シ
ヒ
コ
ー
ナ
カ
ツ
ヒ
コ
》

の
合
体
を
て
こ
に
し
て
、
新
旧
の
二
系

統
は
い
わ
ば
表
と

J¥ 

の

崇

神

|

|

の

に
反
転
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

は
ほ
ん
の
一
歩
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
⑬
の

フ
タ
ヂ
ノ

J
1
Hノ
レ
」

J
F

イ:X
イニ:
リシi
ヒキ:
コ

オ
ホ
タ
ラ
シ

ヒ
コ
・
オ
シ

ロ
ワ
ケ

O 

:ャ:X
;マ;
:ト・
:タ 1
1ケ l
: }レ ;

ワ
カ
タ
ラ
シ
ト
」
コ

O イ
ホ
キ
ノ

イ
リ
ヒ
コ

こ
れ
か
ら
現
行

を
み
れ
ば
、

オ
ホ
ナ
カ
ツ
ヒ
メ

タlナ:x
ラlカ;
シ!ツ;
ヒ:ヒ:
コ:コ!

O 
オ
キ
ナ
ガ

タ
ラ
シ
ヒ
メ

ホ
ム
ダ
ノ
マ
ワ
カ

現
行
系
譜
で
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
フ
タ
ヂ
ノ
イ
リ
ヒ
メ
が

情
も
い
っ
そ
う
よ
く
分
か
る
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
現

か
わ
っ
て
解
明
し
う
る
問
題
点
を
明
示
す
る
な
ら
、

四
J¥. 

に
な
る

の
次
元
に
か

ひ
と
つ
に
は
《
オ
ホ
タ

ラ
シ
ヒ
コ
オ
シ
ロ
ワ
ケ
》
の

上
の
意
味
で
あ
り
、
そ
し
て
い
ま
ひ
と
つ

:ホ:×
:ム;
:ツ:
:ヮ:
:ケ:

:X 
額
田
大
中
日，
:子 l
-d』 1

1 ロロ 1 

タ
カ
キ
ノ
イ
リ
ヒ
メ

ホ
ム
ダ
ワ
ケ

O 

01仁

徳

ナ
カ
ツ
ヒ
メ



は

《
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
・
ワ
カ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
・
イ
ホ
キ
ノ
イ
リ
ヒ
コ
》
の
い
わ

土
の
領
有
者
》
と
し
て

の
系
譜
上
の
位

た
尊
称
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
は

ゆ
る
「
三
太
子
伝
承
」

の
真
相
で
あ
る
。

に
き
わ
め
て
ふ
さ
わ
し
い
の
で
あ
る
。
先
の
⑬
を
み
る
と
、

ま
ず
オ
ホ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
オ
シ
ロ
ワ
ケ
で
あ
る
が
、

こ
の
名
称
が
タ
ラ
シ
ナ

は
か
つ
て
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
が
入
婿
の
か
た
ち
で
担
っ
た
ワ
ケ
王
系
の
始

カ
ツ
ヒ
コ
の
ば
あ
い
と
同
様
、

《
オ
ホ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
》
と
《
オ
シ
ロ
ワ
ケ
》

祖
を
そ
の
ま
〉
直
系
的
に
受

な
お
か
つ
オ
ホ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
の
名
が

に
二
分
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

オ
ホ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
が
タ
ラ
シ
系
に
よ
る
加
上
で

オ
シ
ロ
ワ
ケ
の
方
は
原
系
譜
に
す
で
に
存
在
し
て

(
幻
)

い
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
見
方
が
あ
る
。
オ
シ
ロ
ワ
ケ
を
原
景
行
に
想
定

に
示
す
よ
う
に
、

タ
ラ
シ
系
の
始
祖
で
も
あ
る
。

に
占
め
る
そ

あ
る
こ
と
は
認
め
て
も
、

の
よ
う
な
二

の

が

《
オ
ホ
タ
ラ
シ
ヒ
コ

1
オ
シ
ロ
ワ
ケ
》
な

る

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
復
合
化
さ
れ
た
そ

を
獲
得

す
る
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
、

行
を
組
み
込
ん
だ
系
譜
の
復
元
は
あ
ま

す
る
こ
と
で
、

は
じ
め
て

は
、
ナ
カ
ツ
ヒ
コ
と
い
う
仲
介
者
を
要
す
る

わ
れ
る
。
景
行
は
記
紀
・

「
大
足
日
子
天
皇
」
「
大
帯
日
子
命
」
と
し
て
現
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

土
記
に
し

こ
と
な
く
直
に
イ
リ
王
系
と
接
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
言
う
ま

り
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
よ
う
に

ば

で
も
な
く
、

そ
れ
は
ま
た
タ
ラ
シ
系
の
目
差
し
た
万
世
一
系

り

こ
の
よ
う
に
オ
ホ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
と
い
う
略
称
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、

オ
シ
ロ

に
も
叶
う
も
の
で
あ
っ
た
。

ワ
ケ
と
い
う
の
が
オ
ホ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
に
付
随
す
る
尊
称
だ
っ
た
ら
か
ら
で
は

e
A

シ
シ

ロ

な
い
だ
ろ
う
か
。
オ
シ
ロ
に
つ
い
て
記
伝
は
「
押
知
な
る
べ
し
」
と
し
、

方
シ
テ

ル

オ

ホ

シ
才
ホ
シ

ら
に
「
押
は
お
し
な
べ
て
押
照
な
ど
の
押
に
て
、
大
凡
と
通
へ
り
。

シ
ロ

メ

知与
はさ

こ
れ
は
、
古

で
は
、
三
太
子
伝
承
の
方
は
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

記
に
「
若
帯
日
子
命

ま
た
五
百
木
入
日
子
命
と
、

こ
の
三
柱
は
太
子
の
名
を
負
ひ
た
ま
ひ
云
々
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ワ
カ
タ

な
り
」
(
二
十
四
之
巻
)
と
説
い
て
い
る
。

に
関
し
て
は
お
そ
ら

ラ
シ
ヒ
コ
と
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
に
太
子
伝
承
が
語
ら
れ
る
の
は

に
了
解
で

(
知
・
治

)
1広
大
に
領
有
す
る
》
の

向
の
日
代
宮
」
の
ヒ
シ
ロ
も
《
ヒ
(

に
違
い
な
い
。

で
あ
る
。
景
行
の
宮
都
で
あ
る
「

こ
の
疑
問
は イ
ホ
キ
ノ
イ
リ
ヒ
コ
が
そ
れ
に
一
枚
加
わ
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
。

み
れ
ば
ほ
ど
な
く
解
消
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の

く
こ
れ
に
尽
き
て
お
り
、
端
的
に

え
ば
、

オ
シ
ロ
と
は
《
オ
ホ
(
大
)
シ
ロ

き
る
が
、

)
シ
ロ

l
偉
大
に

有
す
る
》
と
い
う

の

に
即
し
て
言
え
ば
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な

か
ら
、
タ
ラ
シ

系
が

《
タ
ラ
シ
ヒ
コ
ー
ナ
カ
ツ
ヒ
コ
》
の
結
合
を
て
こ
に
し
て
旧
系
譜
に
介

こ
の
よ
う
に
、

オ
シ
ロ
ワ
ケ
と
い
う
の
は
ワ
ケ
系
の
始
祖
を
《
広
凡
な
国

入
し
た
た
め
、

ワ
カ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
と
応
神
が
直
接
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
断

『逸
文
上
宮
記
』
の

J
云
L

と
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
大
王

四
九



『
逸
文
上
官
記
』
の
「
一
云
」
と
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
大
王

五
O 

続
が
生
み
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、

イ
ホ
キ
ノ
イ
リ
ヒ
コ
を

子
と
し
、

五

お
わ
り
に

そ
の
血
筋
か
ら
現
れ
る
王
女
に
ナ
カ
ツ
ヒ
メ
の
役
割
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
不
備
を
補
う
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
補
修
は
間
接
的
な

措
置
で
あ
る
が
、
イ
ホ
キ
ノ
イ
リ
ヒ
コ
と
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
が
、
皇
位
の
継
承

者
で
あ
る
ワ
カ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
と
兄
弟
の
関
係
を
も
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

か
つ
て
ワ
ケ
王
系
の
始
祖
と
さ
れ
て
い
た
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
大
王
は
、
後
に

そ
の
地
位
を
失
い
景
行
天

の

子
に
格
下
げ
さ
れ
た
。

で
探
求
し
た

の
は
、
主
と
し
て
こ
の
間
に
行
わ
れ
た

改
編
の

で
あ
る
。
そ
の
た

三
者
が
互
い
に
補
い
あ
う
格
好
で

行
の
血
筋
を
応
神
に
ま
で
通
わ
す
こ
と

め

の
大
半
を
系
譜
の
批
判
と
復
元
に

や
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

よ
り
大
き

は
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
大
王
が

子
に
格
下
げ
さ
れ

こ
の
よ
う
に
、
イ
ホ
キ
ノ
イ
リ
ヒ
コ
の

要
さ
は
、

ま
っ
た
く
タ
ラ
シ
系

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
時
代
思
潮
的

で
あ
る
。
こ
れ
に
関
す
る
吉
井
氏

の
作
製
過
程
に
お
い
て
生
じ
て
き
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。

の
提
言
、
す
な
わ
ち
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
天

」
は
推
古
朝
に
求
め
ら
れ
た
力

の
⑩
に
お
い
て
は
、

む
し
ろ
ヤ
サ
カ
ノ
イ
リ
ヒ
コ
の
方
が

担

征
服
者
的
な
王
者
像
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
、
天
武
朝
以
降
に

台
頭
し
て
く
る
神
聖
王
権
の

と

を

っ
て
お
り
、

イ
ホ
キ
ノ
イ
リ
ヒ
コ
は
、
そ
の
血
筋
か
ら
、

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の

に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
く
と
き
に
、
古

の
英
雄
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
る
の
で
あ
る

系
列
に
タ
カ
キ
ノ
イ
リ
ヒ
メ
を
配
給
す
る
た
め
の
つ
な
ぎ
の

に
あ
っ
た
。

に
語
ら
れ
る
よ
う
な

あ
る
が
、

ヤ
サ
カ
イ
ノ
イ
リ
ヒ
コ
と
イ
ホ
キ
ノ
イ
リ
ヒ
コ
を
断
ち
切
っ
た
の
は
景
行
で

一
行
を
基
点
と
す
る
タ
ラ
シ
系
の
皇
統
が
、
同
じ
血
筋
で
循
環
し

と
す
る
見
解
は
、

の
復
元

に
い
く
つ
か
拙
論
と
喰
い
違
う
と

ル
の
二
兄
弟
で
は
間
に
あ
わ
ず
、
ど
う
し
て
も
、

も
う
一
人
の
兄
弟
と
し
て
、

こ
ろ
は
あ
る
も
の
の
、
大
局
的
な
観
点
か
ら
み
て
否
定
し
が
た
い
歴
史
認
識

の
枠
組
み
で
あ
る
。
こ
の
吉
井
説
を
前
向
き
の
か
た
ち
で
推
し
進
め
よ
う
と

す
る
な
ら
、
推
古
期
か
ら
天
武
朝
に
か
け
て
の
歴
史
を
、
さ
ら
に
、
大
王
制

な
変
革
に
お
い
て
展
望
す
る
視
点
を
導
入
し
て
み

か
ら
天
皇
制
へ
の

つ
〉
ワ
ケ
王
系
に
つ
な
が
る
た
め
に
は
、

ワ
カ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
と
ヤ
マ
ト
タ
ケ

イ
ホ
キ
ノ
イ
リ
ヒ
コ
か
ら

く
系
列
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
要
領
を
え
な
い
説
明
よ
り
も
先
に
掲
げ
た

の
構
造
に
よ
っ
て

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
用
語
の
点
で
よ
り
適
正
に
言
え
ば
、
現
系
譜
に
よ
っ
て

否
定
さ
れ
る
の
は
あ
く
ま
で
も
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
大
王
で
あ
る
。
旧
系
譜
に

「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
天
皇
」
は
存
在
し
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
英
雄
ヤ
マ
ト

潔
に
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。



タ
ケ
ル
の
死
も
、

さ
れ

お
そ
ら
く
、
大
王
制
が
否
定
的
に
天

制

る
歴
史
の
な
か
で
必
然
的
に
生
起
し
た

に
試
み

な
の
で
あ
る
。
に
大
き
な
誤
り
が

(
2
)
 

い
ず
れ
に
し
て
も
、

の
復
元
手

な
い
と
す
る
な
ら
、
推
古
朝
の
大

に
お
い
て
、

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
大
王

は
、
覇
者
的
な
権
力
の

と
し
て
五
世
紀
代
の
王
統
の
始
祖
に

づ
け

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
旧
系
譜
を
改

編
し
て
現
行
の
皇
統
譜
が
作
成
さ
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

(
3
)
 

Uこ

(
4
)
 

の

(
5
)
 

に
と
y
ま
ら
ず
、
歴
代
各
巻
の
全
般
を
考
え
る
う
え
で
も
新
し
い
材

オ
キ
ナ
ガ
タ
ラ
シ
ヒ
メ
と
応
神
の
物

料
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

(
6
)
 

語
を
は
じ
め
と
し
て
、

カ
ゴ
サ
カ
・
オ
シ
ク
マ
二
王
や
大
山
守
の
反
乱
と
い

っ
た

の
物
語
は
、

に
と
も
な
っ
て
作
り

お
お
む
ね
旧
系
譜
の
改

出
さ
れ
た
疑
い
が
強
い
か
ら
で
あ
る
。

統
譜
の
再

は
物
語
生
成
の
直

な
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
古
事
記
の
テ
ク
ス
ト
構

造
は
、

部
と
物
語
部
が
分
か
ち

(
7
)
 

る
相
互
関
係
に
お
い
て
捉

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

い
わ
ゆ
る

《
帝
紀
・
旧
辞
》
論
も
、
そ
の
よ
う
な

面
か
ら
問
い
直
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

(8) 

注

(9) 

(
1
)
 
横
田

J
記
紀
の
史
料
性
」
(
一
九
五
九
年
五
月
、
『
歴
史
教
育
』
七
ノ

五
)
。
黛
弘
道
「
継
体
天
皇
の

一

体
天
皇
の

に
つ
い
て
」
寸

に

つ

『逸
文
上
宮
記
』
の
二
云
」
と
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
大

い
て
の
再
考
L

(

『

国
家
成
立
史
の
研
究
』
所
収
、

一
九
八
二
年
二
一

月)。

「
ホ
ム
ツ
ワ
ケ
王
」
(
一
九
七

O
年一

O
月、

『天
皇
の
系
譜
と
神

話
二
』
所
収
)
、
永
井
紀
代
子
「
蘇
我
氏
と
息
長
氏
の
一
一
安

本
紀
所
引
上
宮
系
譜
の
砂
凡
牟
都
和
希
王
。
を
め
ぐ
っ
て

四
年
一
二
月
、

『日

四

)

。

日

L

(

一
九
七

永
井
前
掲
論
。

幸
久

『日

こ
九
八
三
年
四
月
)
。

。

黛
弘
道
「
律
令
時
代
に
お
け
る
計
世
法
」
(
『
律
令
国
家
成
立
史
の
研
究
』

所
収
)
は
、
計
世
法
に
寸
本
人
よ
り
計
え
起
す
場
合
」
と
寸
子
よ
り
計
え
る

場
合
」
の
二
通
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
「
応
神
五
世
孫
L

な
ど
の

言
い
方
は
後
者
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
前
者
を
と
る
の
で
応
神

3
継
体
は

六
世
代
に
数
え
る
。

井
上
光
貞
『
神
話
か
ら
歴
史
へ
』
(
一
九
七
三
年
一

O
月
)
。
こ
の
よ
う
な

見
方
に
対
す
る

」
、
原
島
礼
二

『
倭
の
五
王
と
そ
の
前
後
』
寸
一
九
七

O
年
四
月
)
な
ど
が
あ
る
。

吉
井
巌
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
系
譜
の
意
味
」
(
一
九
七
一
年
一
一
月
、

『天
皇

の
系
譜
と
神
話
一
一
』
所
収
)
。

岡
田
精
司
寸

(
2
)
の

と
し
て
は
黛

を
め
ぐ
っ
て

天
皇
の
出
目
と
そ
の
背
景

L

(

一
九
七
二
年
、
『
日
本
史
研
究
』
近
江
大
王
家
の
成
立

一
二
八
号
)
、
塚
口

五



(
叩
)

(
日
)

(ロ)
(
日
)

(M) 

『
逸
文
上
宮
記
』
の
「
一
一
玄
」
と
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
大
王

(
一
九
七
六
年
六
月
、

立
史
の
研
究
』
所
収
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

信
「
継
体
天

研

究

』

所

収

)

な

ど

が

、

に

息

長

氏

の

れ
に
対
立
す
る
見
方
に
は
即
『
日
本
古
代
国
家
の
成
立
と
息
長
氏
』

こ
九
八
四
年
三
月
)
、
小
紫
秀
樹
「
『
息
長
』
系
譜
の
形
成
者
」
(
一
九
八
六

年
九
月
、

『古
代
中
世
の
政
治
と
地
域
社
会
』
所
収
)
な
ど
が
あ
る
。

笠
井
倭
人
「
記
紀
系
譜
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
」
(
一
九
五
七
年
三
月
、

『史
林
』
四

O
ノ
一
一
)
は
、
の
パ
タ
ー
ン
を
天
武
朝
に
関
連
づ
け

と

后
伝
説
の

視
す
る
が
、
こ

(
日
)

(
同
)

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

水
野
祐
『
増
訂
日
本
古
代
王

上
光
貞

『日
本
国
家
の

吉
井
厳
前
掲

(
8
)
論

二
前
掲

(
7
)

た

(口)

(
一
九
五
四
年
一
一
月
)
、
井

こ
九
六

O
年
四
月
)
な
ど
。

(
時
)

及
び
『
大
王
と
古
墳
』
(
一
九
七
一
年
五
月
)
は

(
凶
)

ー、

(
却
)

と

(
幻
)

の
国
家
成

(
辺
)

五
二

及
ぴ
菅

『古

の
研
究
』
(
一
九

七
O
年
一
一
月
)
。
な
お
フ
タ
ヂ
ノ
イ
リ
ヒ
メ
の
問
題
に
つ
い
て
は
菅
野
氏

(
M
)
 

あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

に

か
」
(
一
九
五
五
年
六
月
、
『
古
代
語
文
ノ

命
天
皇
説
に
加
え
る
一
微
証
L

(

一
九

一
一
』
所
収
)
。

福
田
良
輔

l
ト
』
所
収
)
、
及
び

六
九
年
五
月
、
『
天
皇
の
神
話
と

砂
入
恒
夫
寸
崇
神
・
垂
仁
系
王
統
譜
の
復
一

月
、
『
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
説
の
研
究
』

川
口
勝
康
「
五
世
紀
の
大
王
と
T

『
巨
大
古
墳
と
倭
の
五
王
』
所
収
)
。

の
命
は
天

」
(
一
九
六
六
年
七

。
探
る
」
(
一
九
八
一
年
一

O
月、

(2) 

島
礼
二
前
掲
二

井
上
光
貞
前
掲
(
日
)

士
口

『ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
』
(
一
九
七
七
年
九
月
)
。

(
さ
い
じ
よ
う

っ
と
む
・
国
士
舘
大
学
助
教
授
)



(
八
王
子
市
暁
町
了
一
宍
ム

。四ニ六
1

ニ
=
了
吾
二
五
)

よ
り
午
後
五
時
ま
で

9
号
館
(

午
後
の
部
(
午
後
一
時
よ
り
)

典
未
詳
句
考
1
第
四
十
五
詔
の
対
句
表
現
に
つ
い
て
|

金

沢

経

済

大

学

村

田

正

博

」
と
「
益
荒
夫
」
|
万
葉
集
に
お
け
る
母
音
脱
落
を

松
蔭
女
子
学
院
大
学

阪

大

学

な
お
、
付
近
に
は
適
当
な
食
堂
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
昼
食
に
は
弁
当
の

!高 J
i葉;
:a-h-

十;

回 i
:全 j
i国 i
j大;
:..d恥 1

・:z4

i開 i
:催:
:要 i
;項;

七
千
円

三
、
研
究
発
表
会

日
時
十
月
二
十
四
日
(
日
)

学
会
第
四
十
六
回
全
国
大
会
を
、
平
成
五
(
一
九
九
三
)
年
十
月
二
十
三
日

J
二
十
六
日
に
、
共
立
女
子
大
学
と
の
共
催
に
よ
り
、
左
記
の
要
宗
で
開
催

致
し
ま
す
。
会
氏
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ム一品

共
立
女
子
大
学
八
王
子
校
舎

午
前
の
部
(
午
前
十
時
よ
り
)

柿
本
人
麻
呂
安
騎
野
歌

一
、
公

ー
そ
の
短
歌
を
中
心
に

l

大

阪

女

子

大

学

日
時

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
五
時
ま
で

刊
号
館
(
講
堂
)

居

逼
閉
塞
公
鳥
喧
作
歌
|
天
で
感
宝
元
年
の

光

華

女

子

大

学

十
月
二
十
三
日
(
土
)

共
立
女
子
大
学
八
王
子
校
舎

(
一

T
m

挨

拶
演

八
王
子
市
元
八
王
子
町
一
l

主
。

。四=六
1

六一
1

九九八九)
光
氏

共
立
女
子
大
学
国
際
文
化
学
部
長

赤
人
作
歌
一
首
の

仙
覚
抄
の
形
成

大

阪

市

立

大

学

す京
都
外
国
語
大
学
教
授

井
村
哲
夫
氏

益
田
勝
実
氏

「
益
ト
想
定
し
た
表
記
|

万
葉
の
海

航
海

大

一一、

J
キ
と

J
ギ

日
時

午
後
六
時
よ
り
八
時
ま
で

料
亭
「
な
か
安
L

〈
大
学
か
ら
パ
ス
送
迎
。
お

ま
で
送
迎
し
ま
す
。
〉

千
円

十
月
二
十
三
日
(
土
)

村
田
右
富
実夫

馬

場

治

吉

井

健

矢

真

郷

会
場

り
も

J
R
八
王

予
約
を
受
け
付
げ
ま
す
の
で
、
ご
利
用
の
方
は
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

代
金

五
三



五
四

四

(
十
月
二
十
五
日
〔
月
〕

J
二
十
六
日
〔
火
〕

一
泊
二
日
)

申
し
込
み
締
め
切
り

(
但
し
、
研
修
旅
行
は
先 九
月
十
四
日
(
火
)

九
十
名
を
も
っ
て

め
切
ら
せ
て
い

。
旅
程
日

J
R
八
王
子
駅
北
口
八
王
子
駅
前
郵
便
局
前
(
*

ー
甲
斐
国
分
寺
跡
1

石
和
(
昼
食
)
|

合
八
時

た
だ
き
ま
す
。
)

四
十
分
・
出
発
九
時
)

酒
折
の
宮
|
武
田
神
社
|
天
下
茶
屋
1

河
口
湖
(
宿
泊
)

O
問
い
合
わ
せ
先

〒
問
八
王
子
市
元
八
王
子
町
一
1

七
一
O

共
立
女
子
大
学

* 

所

レ
ス
ト
ラ
ン
甲
州
路

化
学
部
内

手
白
-一吉岡

高
葉
学
会
開
催
実
行
委

ム一品

一T制
。五五ニ!六=了吾一六七

八
代
郡
石
和
町
市
部
四
七
六

。四二千六一
l

九
九
八
九
(
清
水
)
・
九
九
O

八(

F
A
X
 。五五ニ
l

六コ丁七五口一

F
A
X
 。四二六
l

六一
l

九九九八

*
宿
泊
場
所

* 

を
御
入
用
の
方
は
、
返
信
用
切
手
を
同
封
の
う
え
、
学

会
本
部
(
大
阪
市
立
大
学

ホ
テ
ル

〒
似
ー

ω
山
梨
県
南
都
留
郡
河
口
湖
町
浅
川
室
。
ー
一

室
内
)
ま
で
お
申
し
込
み

。五五一千七千・ニ五一一

F
A
X
 。一且一室
i
空
7
二五ニ四

下
さ
い
。

第
二
日

河
口
湖

湖
l
新
富
士
五
合
目
|
清
見
寺
(
昼
食
)
|
日

O
宿
泊
案
内

本
平
1
J
R

~、

* 

一
次
解
散
午
後
三
時
ご
ろ
)
|
J
R
八
王
子

遠
方
か
ら

な
さ
る
方
の
た
め
に
、
近
く
の
宿
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

名 J
R
八
王
子
駅
(
高

で
す
。
利
用
ご
希
望
の
方
は
各
自
な
る
べ
く
早
め
に
手
配
し
て
下
さ
い
。

所

在

地

電

話

ヘ

収

容

J

料
金

(
八
王
子
市
)

(

c

g

宍
)

F

人
数
」
寧

町
一
六
宙

空
白四一六

2
0

5

0

0

ま
で
六
分
)
周
辺
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
が
中
心

駅
(
*
第
二

七
時
三
十
分
ご
ろ
)

二
万
九
千
円

-
弁
当
・

の
申
し
込
み

称

-
F
L

ロU

4t--=悶

口
座
へ
の

用
振
込
を
も
っ
て
受
け
付
け
さ
せ
て
い
た

き
く
や
ホ
テ
ル

だ
き
ま
す
。
必
ず

の
内
訳
を
明
記
の
う
え
、

お
申
し
込

ホ
テ
ル
サ
ン
マ
リ
l
ノ
西
八
王
子

台
町
四
l

四四
l

三一

六十(・・五一一一

L;; 
プ"L

五五
0

0

1

み
下
さ
い
。

三
恵
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
八
王
子

寺
町
六
D
l

一

寺

ニニ・・=一三八八

ノ司、

一
七
0
0
0

郵
便
振

東
京
O
|
六
一
二
三
四
九

万
葉
学
会

オ
ー
ナ
ー
ズ
ホ
テ
ル
八
王
子

一一五・・
D
O
E
-

ノ1-
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マ
ロ
ウ
ド
イ
ン
八
王
子

セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
八
王
子

八
王
子
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
ヤ
ジ
マ

ホ
テ
ル
ニ
ュ

l
グ
ラ
ン
ド
八
王
子

な
か
安

一一
町

上
野
町
四

一一三
l

七一一

一一
八一一

七五
0
0
1

ま
た
、
新
宿
泊
り
で
も
J
R
特
快
で
高
尾
ま
で
五
十
分
ほ
ど
(
快
速
な

ら

口
行
き
)
で
一
時
間
ほ
ど
で
す
。

明
神
町
四
ー
マ
コ
一

明
神
町
ニ
i

二千四

z 

= 

六回

六五
c
c
j

一
三六
l

六

四六l
O

二
一二五
三一
口七六一一丁
、

P9 

ブ.... 

フ可
フ『

四五(〕()

、
吉
小

行

O
会
場
ま
で
の
交
通
手
段

J
R
な
ら
中
央
線
高
尾
駅
北
口
下
車
。
京
王
線
な
ら
高
尾
山
口
行
き
に

*
表
示
料
金
は
シ
ン
グ
ル
素
泊
ま
り
で
す
。

こ
の
他
、
中
央
線
沿
線
の
、
立
川
(
高
尾
ま
で
二
十
分
前
後
)
、
国
分
寺

(
三
十
分
弱
)
、
三
鷹
(
三
十
五
分
前
後
)
な
ど
へ
の
宿
泊
が
便
利
で
す
。

大
和
田
町
不
一
l
六

大学発
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九口六回

10月24日(日)

り
、
高

。

ス
ク
ー
ル
パ
ス
は
高
尾
駅
か
ら
出
て
い
ま
す
。

共
立
女
子
学
園
の

図
参
照
)
。
約
十
五
分
で
大
学
着
。

用
バ
ス
停
ま
で
、
高
尾
駅
か
ら
徒
歩
約
六
分
(
地

タ
ク
シ
ー
ご
利
用
の
方
は
、
高
尾
駅
北
口
・

J
R
西
八
王
子
駅
北
口
か

ら
約
十
分
、
料
金
は
千
円
程
度
で
す
。

高尾発 時 大学発

50403520 9 3545 
4520 0 10 030 
4515 11 030 
453015 12 0153045 
5030 0 13 1535 
5015 14 035 
5015 15 035 
16 
17 ( 0 "-'30J 
↑ 

随時運行

五
五
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進 子 814-01 区別府3-1-11-205

耳沢区釜利谷東3-18-1
菅野雅雄 236

。ークハイム金沢文庫1103

相馬佳代子 701-02岡山市妹尾1120-51

045-784-8613 

0862-54-9643 

イbt叫【情凶恒Hい，tr.同J』回111町
田 中 光 043 01395-2-1986 

57-4-8 

761 
0292-66-3696 

ズ101

野 口 生 060 
札幌市中央区北4条東2丁目7番地1

011-241-4657 
シャルム北4条604号

馬 治 920 沢市旭町1丁目 5番14号 0762-34-2389 

千葉市美浜区幸町1-8-2-415
平野由紀子 261

i報告 i

O らのお知らせ 平成四(一九九二)年分の収支 します。

4年(1992) )
-
出

号
一ト一

支収 入

1.436.475 480.000 

ム一品 費 3.075.090 学会開催費 230.000 

務費

会費外収入 495.524 142'""-'145号)

300.000 

1.275.574 

182.997 

102.921 

1.455.597 

1.000.000 

5.007.089 

• 

A 
口 計

耗品・手数料

次年度繰越

別途預金

5.007.089 I合計

五
七

徹

内田賢徳

西宮一民

会は、次の十九名によって構成されています。(五十音順)

井手至 伊藤博 乾善彦 井村哲夫

木下正俊

芳賀紀雄 橋本達雄

小島憲之 坂本信幸

真郷 村田正博

毛利正守 舌井巌 忠 渡辺



n 補名dh 
:z!i: 

会
員
名
簿
補
訂

号電話所住名氏

新入会

4丁目 3-12 岡山市津700 子、、、、ク安

井77-48やか 710-13岡山石飛さ

山市津島新野1丁目 9-6700 川久保恵理

0423-43-3607 

03-3682-5727 

小平市小川西町3-24-17北田様方

東京都江東区亀井戸2-30-7 -701 

子 675-01加古川市別部町新野辺90-57

187 

136 

カン・ヨン・ザ

酒 彦秀

博

井

佐

03-3292-4396 町1-5 -14 田代千都古小東ハHv
p
h
u
 

A
H
U
 

社
部
治

集英

第 12
高

190-4 市763 宙必吏木高

022-223-8009 
仙台市青葉区角五郎2-5 -19 
パルタウンKn 202号980 志窪寺

0593-87-4707 う 510-02鈴鹿市岸岡町2778ゆ中川り

山市原尾島3-6 -43 703 子中

岡山市赤田82-6 703 介
玉Dl.
臼原中

0424-68-8963 1-8 -10-201号202 子晃羽丹

陽延久

078-452-9101 区甲南町3-6 -24-402 658 福原佐知子

086-278-0157 岡山市関264-6 

笠岡市笠岡97-6 

703 子優田{呂

三山

変更(改姓・変更・表示を含む)

714 代

山243-3博 300-26つく
吉野荘B203

が色
E久田奥

182-1 
シティハウス首里32

903 子手苅千

五
八

092-681-9838 

011-742-5317 

子 701-02岡山市妹尾3301-7 

神戸市

福岡市東区名島 1丁目20-5-501

川崎市麻生区栗木台 1丁目9-8
フェリース栗木台1-105

札幌市東区北19条東 1丁目
コーポサン202

813 

215 

065 

絵

男

持しのぶ

美

力藤

辛

工

0899-33-2585 

0558-76-7622 

松山市湯渡町6番20号

江 410-23静岡県田方郡大仁町大仁334

791 一一一光

知

松

松重



。
お

い

0

・
雑
誌
の

後

記

O
本
号
が
お
手
許
に
届
く
こ
ろ
は
、
真
夏
の
太
陽
が

輝
い
て
い
る
こ
と
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
し

て
も
七
月
は
雨
の
多
い
日
が
続
き
ま
し
た
。

O
山
口
氏
の
論
は
昨
年
の
全
国
大
会
で
の
講
演
を
も

と
に
お
ま
と
め
下
さ
っ
た
も
の
で
す
が
、
氏
の
進

め
て
お
ら
れ
る
『
古
事
記
』
の
表
記
法
研
究
の
一

環
を
成
す
も
の
。
吉
田
氏
の
論
は
『
万
葉
集
』
に

お
け
る
「
り
」
の
表
現
性
に
つ
い
て
詳
細
に
分
析

さ
れ
た
も
の
。
西
傑
氏
の
論
は
、
「
上
宮
記
』
の

「
一
云
」
の
継
体
天
皇
に
至
る
系
譜
と
記
・
紀
の

系
譜
の
比
較
研
究
を
通
し
て
、
天
武
朝
に
お
け
る

系
譜
改
編
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
さ
れ
た

も
の
で
す
。

O
今
年
度
全
国
大
会
の
開
催
要
項
に
あ
り
ま
す
通
り
、

開
催
校
の
共
立
女
子
大
学
国
際
文
化
学
部
に
お
い

て
準
備
を
進
め
て
下
さ
っ
て
お
り
ま
す
。
大
会
の

成
功
を
期
し
た
い
も
の
で
す
。
皆
様
の
御
参
加
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

O
次
号
(
十
月
三
十
一
日
発
行
予
定
)
に
は
「
会
員
名

を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
(
粕
谷
輿
紀
)

寄
贈
は
堂
ム
玄
本
部
あ

l 
て
2
入
会
申
込
み
、
住
所
変
更
・
改
姓
等
の
届
出
、
学

会
費
の
現
金
(
小
切
手
・
小
為
替
)
に
よ
る
納

入
、
本
誌
既
刊
号
の
購
入
等
の
事
務
事
項
は
、
す

べ
て
下
記
の
清
文
堂
出
版
あ
て
に
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
投

規

定

は
会
員
に
限
る
。

葉
に
関
連
す
る
各
分
野
の
研
究

一
、
内
容
は

文。
一
、
分
量
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」
欄
は
十
枚
以

内)。

一
、
原
稿
は
一
切
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は
編
輯

部
に
一
任
の
こ
と
。

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
十
部
を
贈
呈
す

る
。
た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時
は
、
あ
ら
か
じ

め
申
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に
応
ず
る
。

高

葉

筆

書

会

則

一
、
本
会
は
高
葉
撃
舎
と
称
す
る
。

一
、
高
葉
研
究
者
、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「
寓

廿
」
を
発
行
す
る
。

一
、
本
会
は
随
時
、
高
葉
に
関
す
る
見
学
旅
行
、
文

の
展
観
、
研
究
発
表
会
、
講
習
会
、

書
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
な
ふ
。

一
、
会
員
は
、
年
額
三
千
円
の
会
費
(
誌
代
を
含

む
)
を
年
度
初
に
納
入
す
る
。

一
、
本
会
の
事
務
は

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
二
二
八
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究

室
内
(
郵
便
番
号
五
五
八
)

に
お
い
て
行
な
ふ
。

講
演
会
、

平
成
五

平
成
五

(
一
九
九
三
)
年
七
月
二
十
五
日
印
刷

(
一
九
九
三
年
七
月
三
十
一
日
発
行

頒
価

七
百
五
十
円

干
聞
大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
問
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部

国
語
国
文
学
研
究
室
内

電
話
(
口
六
)
否
千
二
四
一
四

編

輯

・

発

行

高

葉

撃

曾

代

表

者

伊

藤

博

振
替
大
阪

O
三
九
一
四
七
番

干
叩
大
阪
市
中
央
区
島
之
内
二
丁
目
八
番
五
号

清
文
堂
出
版
株
式
会
社
内

高
葉
学
会
事
務
室

。
六
(
一
二
一
)
六
二
六
五

発
売
所

]
リ
'
T

白

H
口
州
司
門



平
成
五
年
七
月
三
十
一
日
発
行

高

頒
価
七
百
五
十
円

送
料
三
十
一
円


